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０
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４
月
か
ら
、全
中
学
校
区
で
「
小
中
一
貫
教
育
」
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
取
組
み
で
は
、「
９
年
間
を
通
し
て
子
ど
も
を
育
て
る
」
た
め
に
、
小
・
中

学
校
が
同
じ
目
標
や
指
導
方
針
で
一
貫
し
た
教
育
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
成
長
は
、
家
庭
か
ら
保
育
園
・
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
へ
と
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
成
長
の
過
程
で
は
地
域
で
の
学
び
も
不
可
欠
で
す
。
本
特

集
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
「
成
長
」
す
る
リ
レ
ー
で
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
皆

さ
ん
の
声
と
、
各
中
学
校
区
で
の
小
中
一
貫
教
育
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

１日のスタートリズム作り＝規則正しい起床と朝食
が生活リズムを作ります。
年齢に応じた自立＝自分のことは自分でし、家庭内
で役割をもつことが自立を促します。
常識ある社会的行動＝社会で求められるあいさつや
ルールは、子どもにとって親が手本です。
夢の実現＝親子の会話を増やし、メディア接触時間
の約束、家庭学習習慣の確立などは、子どもの夢の
実現を後押しします。        
郷土愛＝地域に出かけ、地域の良さに触れる体験は、
ふるさとを愛する心を育みます。

まずは家庭や地域で実践しましょう

柳
智
恵
子
さ
ん

　
佐
和
ち
ゃ
ん
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田
町
１
）
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員
会
学
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教
育
課
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７
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９
５
７

教
育
長
　
蔵
品
泰
治

㈱
フ
ラ
ワ
ー
ホ
ー
ム
（
中
学
生
職
場
体
験
受
け
入
れ
事
業
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
藤
田
真
実
さ
ん

小
中
一
貫
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
田
沢
小
学
校
・
栗
林
育
夫
教
諭

松
之
山
中
学
校
区
統
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

松
之
山
中
学
校
・
山
崎
孝
幸
教
頭

十
日
町
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　
　
　
　
　
　
　
羽
鳥
高
史
さ
ん

家
庭
・
地
域
で
の
あ
い
さ
つ
や
伝
統
継
承
が
大
切

　
現
代
の
子
ど
も
た
ち
は
、
遊
び
場
が
限
定
さ
れ
た
り
、
遊
び

方
が
変
わ
っ
て
き
た
り
し
て
、
人
と
接
す
る
場
面
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
な
の
で
、小
中
一
貫
教
育
で
は
、小
・

中
学
生
の
間
で
か
か
わ
り
を
多
く
持
つ
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
高
め
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
学
力
の
向
上
に
も

期
待
し
て
い
ま
す
。
家
庭
・
地
域
で
は
、
あ
い
さ
つ
・
声
掛
け

が
基
本
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
特
有
の
文
化
や
伝
統
を
教

え
る
の
も
地
域
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
小
・

中
学
生
に
限
ら
ず
、
小
さ
い
頃
か
ら
大
切
な
こ
と
で
す
ね
。

働
く
姿
、
あ
い
さ
つ
な
ど
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
た
い

　
十
日
町
市
の
産
業
は
、
文
化
の
特
徴
で
あ
る
「
き
も
の
・

農
・
雪
」
に
合
わ
せ
た
も
の
が
多
い
で
す
が
、
市
内
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
企
業
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
地
域
の
産
業
人
が
生

き
生
き
と
働
く
姿
を
見
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
が
社
会
人

に
な
っ
た
と
き
に
戻
っ
て
く
る
場
、
利
用
し
て
も
ら
う
企
業

で
あ
り
た
い
で
す
ね
。
あ
い
さ
つ
な
ど
に
し
て
も
、
模
範
と

な
る
姿
を
見
せ
た
い
で
す
。

「
ふ
る
さ
と
十
日
町
市
を
愛
し
、
自
立
し
て
社
会
で
生
き
る

子
ど
も
」
を
共
に
育
て
ま
し
ょ
う

　
十
日
町
市
の
３
つ
の
教
育
課
題
で
あ
る
「
不
登
校
の
減

少
」「
学
力
の
向
上
」「
特
別
支
援
教
育
の
充
実
」
に
立
ち
向

か
う
新
し
い
柱
が
小
中
一
貫
教
育
の
取
組
み
で
す
。
平
成
26

年
度
は
、
基
本
的
生
活
習
慣
を
啓
発
す
る
「
は
ぐ
く
み
の
ま

ち
づ
く
り
運
動
」
や
、
自
律
的
な
学
習
習
慣
を
促
す
「
放
課

後
寺
子
屋
塾
事
業
」
な
ど
、
学
校
現
場
以
外
の
取
組
み
も
さ

ら
に
充
実
さ
せ
、
皆
さ
ん
と
共
に
「
ふ
る
さ
と
十
日
町
市
を

愛
し
、自
立
し
て
社
会
で
生
き
る
子
ど
も
」
を
育
成
し
ま
す
。

学
校
・
家
庭
・
地
域
で
「
成
長
」

を
共
有

　「
保
小
連
携
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
と
お
り
、
子
ど
も
た
ち

が
小
学
校
へ
入
学
す
る
と
き
に

は
、
保
育
園
か
ら
一
人
ひ
と
り

の
健
康
状
態
・
人
間
関
係
・
家

庭
環
境
な
ど
の
情
報
を
引
き
継

ぎ
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
、
先
生

た
ち
は
子
ど
も
た
ち
の
状
況
を

把
握
し
た
上
で
向
か
い
合
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
小
中
一
貫
教
育
で
は
、
シ
ン

プ
ル
・
シ
ェ
ア
・
ビ
ジ
ュ
ア
ル

を
大
切
に
し
て
小
・
中
学
校
の

先
生
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
校
内
や
小
・
中

学
校
間
だ
け
で
な
く
、
家
庭
や

地
域
と
も
、
取
組
み
や
子
ど
も

の
成
長
を
シ
ェ
ア
す
る
た
め
、

シ
ン
プ
ル
で
分
か
り
や
す
く
、

効
果
的
な
情
報
発
信
に
努
め
て

い
ま
す
。

社
会
で
の
自
立
を
め
ざ
す
教
育
を

　
中
学
校
は
、
高
校
・
社
会
に
向
け

て
、
生
活
リ
ズ
ム
・
応
対
・
断
る
こ

と
も
含
め
た
判
断
・
意
見
を
伝
え
る

な
ど
、
社
会
で
生
き
る
た
め
の
自
立

す
る
力
を
身
に
付
け
る
時
期
で
す
。

　
中
学
生
の
学
校
生
活
は
、
同
級
生

な
ど
と
自
分
を
比
較
す
る
こ
と
が
多

く
、
自
分
に
自
信
を
持
て
な
く
な
る

ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
小

中
一
貫
教
育
で
は
、
小
学
生
と
接
す

る
中
で
、
今
ま
で
身
に
付
け
て
い
た

力
・
知
恵
・
経
験
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
自
分
の
力

を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
、
自
尊
心

を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

つなげよう「成長」のバトン

小中一貫教育でめざす子どもの姿
　「ふるさと十日町市を愛し、自立して社会で生きる
子ども」の育成

主体的に学ぶ子ども　　　　 共に支え合う子ども
体力の向上に励む子ども　　 郷土を愛する子ども

特 集特 集特 集 １１１

　

４
〜
５
ペ
ー
ジ

で
は
、
各
学
校
区

の
特
色
あ
る
取
組

み
を
紹
介
し
ま
す

　
近
所
の
皆
さ
ん
か
ら
の
子

ど
も
へ
の
声
掛
け
に
い
つ
も

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
社
会
を
大
切
に
し
な
が

ら
子
育
て
し
た
い
で
す
。
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①教科に関する指導計画

②不登校対策等を含めた心

の教育に関する指導計画

③「総合的な学習の時間」

に関する指導計画

３つの指導計画
現在の学校施設のままで、目
標や指導方針などを同じくし
て、「一貫教育」を実施します。
全中学校区で小中一貫教育の
グランドデザインを策定し、
「めざす子どもの姿」を明ら
かにして推進します。　

十日町市の小中一貫教育（共通の取組み）
全中学校区で「推進会議」を
組織し、取組みを見直し、改
善しながら進めます。
全市小中学校で小中一貫教育
のコーディネーターを指定
し、推進の充実を目指します。
全中学校区で「３つの指導計
画」を持って取り組みます。

下
条
中
学
校
区

下
条
小
・
下
条
中

❶
ま
な
び
（
知
育
）
〜
学
力
向
上

に
向
け
た
取
組
み
〜

◎
授
業
交
流
・
授
業
研
究
の
日
常
化

・
Ｎ
Ｒ
Ｔ
テ
ス
ト
等
の
分
析
と
一

体
的
対
策

❷
こ
こ
ろ
（
徳
育
）
〜
望
ま
し
い

人
間
関
係
づ
く
り
に
向
け
た
取

組
み
〜

◎
各
種
交
流
活
動
の
日
常
化

◎
人
権
教
育
・
同
和
教
育
の
一
体

的
推
進

・「
心
の
教
育
に
関
す
る
指
導
計
画
」

の
改
善
と
合
同
職
員
研
修
の
充
実

❸
か
ら
だ
（
体
育
）
〜
目
標
実
現

で
き
る
体
力
づ
く
り
〜

◎
９
年
間
を
通
し
た
目
標
設
定

・
発
達
段
階
に
応
じ
た
持
久
力
の

向
上

・
部
活
動
等
の
日
常
的
交
流
の
推
進

❹
せ
い
か
つ
〜
基
本
的
生
活
習
慣

の
育
成
〜

◎
望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
自
己
管
理

・「
早
ね
・
早
お
き
・
朝
ご
は
ん
」

と
「
電
子
メ
デ

ィ
ア
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
目
的
と

し
た
」「
下
条

エ
コ
メ
デ
ィ
ア

運
動
」
の
推
進

・
学
校
保
健
委
員

会
の
合
同
実
施

吉
田
中
学
校
区

吉
田
小
・
鐙
島
小
・
吉
田
中

❶
「
吉
田
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
作
戦
」

の
実
施

　
　
生
活
習
慣
改
善
に
向
け
て
、

「
早
ね
・
早
お
き
・
朝
ご
は
ん
・

メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
に

つ
い
て
共
通
の
目
標
を
定
め
具

体
的
な
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

地
区
全
体
の
健
康
度
ア
ッ
プ
を

め
ざ
し
ま
す
。

❷
「
吉
田
の
家
庭
学
習
５
か
条
」

の
活
用

　
　
小
中
９
年
間
、
家
族
の
協
力

を
得
な
が
ら
家
庭
学
習
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
吉
田

の
家
庭
学
習
５
か
条
」
を
活
用

し
て
、
家
庭
学
習
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

❸
「
い
じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ
ス
ク
ー

ル
集
会
」
の
充
実

　
　
小
学
校
５
・
６
年
生
と
中
学

生
が
一
堂
に
会
し
、「
い
じ
め
を

防
ぐ
た
め
に
は
」「
い
じ
め
を
見

つ
け
た
ら
」

な
ど
に
つ
い

て

話

し

合

い
、「
い
じ

め
見
逃
し
ゼ

ロ
」
を
め
ざ

し
ま
す
。

南
中
学
校
区

川
治
小
・
西
小
・
南
中

❶
学
習
意
欲
の
向
上
と
基
礎
・
基

本
の
定
着
に
向
け
て

１
分
か
る
授
業
の
展
開

　
　「
学
び
の
道
筋
が
分
か
る
板
書

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
授
業
改

善
を
計
画
的
に
行
い
ま
す
。

２
学
習
規
律
の
指
導

　
　「
授
業
マ
ナ
ー
３
か
条
」
を
設

定
し
、
そ
の
定
着
に
向
け
て
、

一
貫
し
た
指
導
を
行
い
ま
す
。

❷
認
め
合
い
支
え
合
う
人
間
関
係

の
構
築
に
向
け
て

１
友
達
関
係
ス
キ
ル
の
獲
得

　
　「
心
の
教
育
計
画
」
に
基
づ
い

て
、
人
間
関
係
の
基
盤
と
な
る

友
達
関
係
ス
キ
ル
の
獲
得
を
め

ざ
し
ま
す
。

２
交
流
活
動
の
充
実

　
　
豊
か
な
心
情
の
育
成
を
目
指

し
、
小
小
交
流
（
５
・
６
年
）、

小
中
交
流
（
体
験
入
学
、
行
事

交
流
、
部
活
動
交
流
）
を
充
実

し
ま
す
。

❸
生
活
習
慣
の
確
立
に
向
け
て

　
　
早
ね
・
早
お
き
・
朝
ご
は
ん
、

メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
焦
点
を

当
て
、
小
中
学

校
・
保
護
者
・
地

域
が
連
携
し
、
基

本
的
な
生
活
習
慣

の
確
立
を
め
ざ
し

ま
す
。

十
日
町
・
中
条
中
学
校
区

十
日
町
小
・
中
条
小
・
東
小
・
飛
渡
第

一
小
・
十
日
町
中
・
中
条
中

❶
「
知
育
」（
家
庭
学
習
強
調
旬
間
）

　
子
ど
も
の
学
力
向
上
の
た
め
、

家
庭
と
連
携
し
、
年
２
回
10
月
と

１
月
に
家
庭
学
習
向
上
の
取
組
み

を
行
い
ま
す
。

❷
「
徳
育
」（
家
読
運
動
・
あ
い
さ

つ
運
動
）

・「
家
族
の
絆
を
つ
く
る
」「
読
書

に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
」
た

め
、
毎
月
第
３
日
曜
日
を
家
読

の
日
、
夏
休
み
・
冬
休
み
を
家

読
強
調
旬
間
と
し
て
読
書
の
習

慣
を
つ
く
り
ま
す

・
中
学
生
が
出
身
小
学
校
に
行
き
、

小
学
生
と
さ
わ
や
か
な
あ
い
さ

つ
で
、
あ
い
さ
つ
の
輪
を
広
げ

ま
す

❸
「
体
育
」（
元
気
生
活
１
・
２
・
３
、

陸
上
教
室
）

・
元
気
生
活
「
１
・
２
・
３
」
を

実
施
し
ま
す

①
登
校
す
る
１
時
間
前
に
は
起

き
よ
う

②
メ
デ
ィ
ア
は
２
時
間
以
内

③
朝
食
に
主
食
・

主
菜
・
副
菜
の

３
品
食
べ
よ
う

・
夏
休
み
陸
上
教
室

の
ほ
か
、
体
力
向

上
に
向
け
た
取
組

を
行
い
ま
す

つなげよう「成長」のバトンつなげよう「成長」のバトン

　
　「
知
」「
徳
」「
体
」
の
３
つ
の

視
点
か
ら
、
小
・
中
の
円
滑
な

接
続
が
で
き
る
連
携
・
交
流
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。

❶
「
め
ざ
す
子
ど
も
の
姿
」
の
共

有
と
具
現
化

　
　
学
習
規
律
と
家
庭
学
習
の
面

か
ら
『
め
ざ
す
子
ど
も
の
姿
』

を
共
有
し
、
小
・
中
学
校
で
「
分

か
る
授
業
・
で
き
る
授
業
」
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

❷
「
い
じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ
」
運
動

の
活
動
交
流

　
　
中
学
校
の
生
徒
会
役
員
が
小

学
校
に
出
か
け
、
い
じ
め
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
る
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
５
・
６
年
生
は
劇

を
見
た
後
、「
い
じ
め
」
に
つ
い

て
共
に
考
え
る
道
徳
の
交
流
授

業
を
行
い
ま
す
。

❸
小
・
中
合
同
「
元
気
ア
ッ
プ
週
間
」

の
実
施

　
　「
起
床
時
刻
」「
朝
食
」「
メ
デ

ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」「
就
寝
時

刻
」
の
４
つ
を
『
元
気
ア
ッ
プ

カ
ー
ド
』
の
共
通

項
目
と
し
て
い
ま

す
。
小
・
中
同
じ

時
期
に
『
元
気
ア

ッ
プ
週
間
』
を
設

け
、
小
中
合
同
の

保
健
だ
よ
り
を
発

行
し
て
い
ま
す
。

水
沢
中
学
校
区

水
沢
小
・
馬
場
小
・
水
沢
中

❶
学
力
向
上

　
　
小
中
で
互
い
に
授
業
公
開
し   

合
う
な
ど
、
分
か
る
授
業
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
家

庭
学
習
強
調
週
間
で
、
学
習
内

容
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

❷
人
間
関
係
づ
く
り

　
　
小
中
９
年
間
の
見
通
し
を
も

っ
た
人
間
関
係
づ
く
り
を
推
進

　
し
ま
す
。

・
自
然
体
験
学
習

・
な
か
よ
し
集
会

・
い
じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ
集
会
な
ど

❸
健
康
・
体
力
向
上

　
　
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や

Ｓ
Ａ
Ｑ
（
敏
捷
性
）
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ

の
積
極
的
な
参
加
に
よ
り
、
児

童
・
生
徒

の
健
康
増

進
と
体
力

向
上
に
努

め
て
い
ま

す
。

川
西
中
学
校
区

千
手
小
・
上
野
小
・
橘
小
・
川
西
中

❶
小
中
交
流

　
　
集
合
学
習
（
小
１
〜
４
年
）、

中
学
校
部
活
動
見
学
（
小
５
）、

中
学
校
体
験
入
学
（
小
６
）、
合

同
陸
上
練
習
会
（
小
５
・
６
年
）、

お
互
い
の
運
動
会
・
体
育
祭
や

文
化
祭
で
交
流
の
場
を
設
け
、

人
間
関
係
づ
く
り
を
支
援
し
ま

す
。

❷
学
力
向
上

　
　
小
学
生
の
中
学
校
で
の
授
業

体
験
や
、「
学
び
ナ
ビ
」
に
よ
り
、

９
年
間
で
学
習
方
法
を
身
に
付

け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

❸
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ィ
ー
ク

　
　
小
・
中
学
校
一
斉
に
年
３
回

程
度
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ィ
ー
ク
」

を
実
施
し
ま
す
。
生
活
の
リ
ズ

ム
（
起
床
・
就
寝
時
刻
、
メ
デ

ィ
ア
時
間
な
ど
）
や
、
家
庭
学

習
時
間
な
ど
の
目
標
を
設
定
し
、

生
活
習
慣
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

中
里
中
学
校
区

田
沢
小
・
倉
俣
小
・
貝
野
小
・
中
里
中

❶
考
え
、
交
流
し
、
納
得
す
る
授

業
を
目
指
し
ま
す

・
聞
き
方
・
話
し
方
を
身
に
付
け

ま
す

・
何
を
学
ぶ
か
は
っ
き
り
示
し
ま
す

・
考
え
を
ノ
ー
ト
に
書
き
ま
す

・
小
集
団
で
考
え
を
検
討
し
ま
す

・
全
体
で
ま
と
め
を
し
ま
す

・
読
書
で
語ご

彙い

を
増
や
し
ま
す

❷
優
し
さ
、
思
い
や
り
を
持
ち
、

我
慢
強
く
困
難
を
乗
り
越
え
る

し
な
や
か
な
心
を
育
成
し
ま
す

・
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
子
ど
も
の

心
の
状
態
を
見
取
り
、
適
切
に

対
応
し
ま
す

 

・
小
中
で
子
ど
も
の
情
報
交
換
を

丁
寧
に
行
い
、
９
年
間
を
通
じ

た
心
の
育
成
に
努
め
ま
す

 

・
行
事
や
体
験
入
学
で
交
流
し
、

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
し
ま
す

❸
バ
ラ
ン
ス
よ
く
心
身
を
鍛
え
、

継
続
し
て
運
動
す
る
子
ど
も
を

育
成
し
ま
す

・
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
分
析
し
、

課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す

・
小
学
校
の
課
外
活

動
と
中
学
校
の

部
活
動
で
交
流

し
ま
す

・
す
こ
や
か
ウ
ィ
ー

ク
の
取
組
み
で

生
活
習
慣
を
見

直
し
ま
す

松
代
中
学
校
区

松
代
小
・
松
代
中

松
之
山
中
学
校
区

松
之
山
小
・
松
之
山
中

❶
陸
上
部
員
が
小
学
生
の
競
技
指

導

：

リ
ト
ル
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
が

活
躍
！

　
　
小
学
５
・
６
年
生
が
、
中
学

校
の
陸
上
競
技
部
と
共
に
中
学

校
の
体
育
教
師
・
陸
上
部
顧
問

か
ら
指
導
を
受
け
ま
す
。
郡
市

親
善
陸
上
大
会
前
の
練
習
と
交

流
の
良
い
機
会
と
し
ま
す
。

❷
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を
図
る
小
中

交
流
集
会
・
合
同
授
業

：

児
童

生
徒
の
関
わ
り
合
う
喜
び
を
体

得
　
　
中
学
校
体
験
入
学
で
合
同
授

業
に
よ
る
中
学
生
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
発
揮
、
仲
間
づ
く
り
・

絆
づ
く
り
に
つ
な
が
る
縦
割
り

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
み
で
中
学
校
入

学
時
の
不
安
の
軽
減
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

❸
松
之
山
い
き
い
き
大
作
戦

：

合

同
学
校
保
健
委
員
会
の
実
施

　
　
小
・
中
学
生
で
グ
ル
ー
プ
を
編

成
し
、
健
康
上
の
課
題
に
つ
い

て
の
話
し
合
い
を

行
い
ま
す
。
保
護

者
や
教
職
員
グ
ル

ー
プ
も
編
成
し
、

親
の
立
場
と
し
て

の
意
見
を
交
え
な

が
ら
進
め
ま
す
。

十日町市の小中一貫教育（共通の取組み）

各中学校区の特色ある取組みの紹介

か
ら
『
め
ざ
す
子
ど
も
の
姿
』

を
共
有
し
、
小
・
中
学
校
で
「
分

か
る
授
業
・
で
き
る
授
業
」
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

❷　
　
中
学
校
の
生
徒
会
役
員
が
小

学
校
に
出
か
け
、
い
じ
め
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
る
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
５
・
６
年
生
は
劇

を
見
た
後
、「
い
じ
め
」
に
つ
い

て
共
に
考
え
る
道
徳
の
交
流
授

業
を
行
い
ま
す
。

各中学校区の特色ある取組みの紹介
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特 集 ２

私たちの提案が商品に

｜  トオコンプランの実現 ｜

　
地
元
高
校
生
の
、
市
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め

の
提
案
「
十
日
町
の
着
物
を
使
っ
た
ス
マ
ホ

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）
カ
バ
ー
『
ス
和わ

ホ
』」
が

商
品
化
さ
れ
、
４
月
７
日
か
ら
販
売
開
始
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
度
開
催
さ
れ
た
十

日
町
市
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
「
ト
オ
コ
ン

s
e
a
s
o
n
４
」
で
の
、
十
日
町
高
等
学
校

生
徒
の
提
案
が
事
業
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
提
案
し
た
の
は
十
日
町
高
等
学
校
２
年
生

（
当
時
）
６
人
。
政
治
・
経
済
の
授
業
の
一
環

で
取
り
組
ん
だ
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
ト
オ
コ
ン
、

十
日
町
へ
行
こ
う
！
（
通
称

：

チ
ャ
レ
コ
ン
）」

で
の
最
優
秀
プ
ラ
ン
と
し
て
ト
オ
コ
ン
本
選
会

で
発
表
さ
れ
た
提
案
を
、
㈱
き
は
だ
や
（
本
町

２
）
が
、
i
P
h
o
n
e
用
と
し
て
商
品
化
し

ま
し
た
。
６
人
は
、
生
地
選
び
・
ロ
ゴ
デ
ザ
イ

ン
案
作
成
な
ど
商
品
に
な
る
ま
で
の
過
程
に
も

参
加
。
出
来
上
が
っ
た
商
品
は
市
へ
の
思
い
が

込
め
ら
れ
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

■問合せ＝産業政策課産業企画係☎757-3139

なりました

　
生
徒
に
商
品
開
発
を
体
験
さ
せ

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
ト
オ
コ
ン

を
授
業
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。
こ

の
機
会
を
通
じ
て
生
徒
自
身
が
住

ん
で
い
る
地
域
の
良
さ
を
再
発
見

し
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
高
校
生
と
の
商
品
化
ま
で
の
共

同
作
業
は
普
段
、
着
物
を
扱
う
立

場
の
私
と
は
全
く
視
点
が
異
な

り
、
新
鮮
な
も
の
で
し
た
。
こ
の

商
品
が
着
物
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
る
一
つ
の
切
り
口
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

道
の
駅
ク
ロ
ス
テ
ン
、
道
の
駅
ま
つ
だ
い
ふ
る
さ
と
会
館
、

新
潟
空
港
売
店
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
十
日
町
店
・
イ
オ
ン
小

千
谷
店
・
六
日
町
駅
前
店
・
上
越
謙
信
公
大
通
り
店

新
潟
県
立
十
日
町
高
等
学
校
教
諭

丸
山
玲
奈
さ
ん

㈱
き
は
だ
や
代
表
取
締
役

関
口
憲
太
さ
ん

　十日町高等学校２学年の文系５クラス、約200人、

30チームの中から最優秀賞に選ばれ、トオコン本選

会で発表。新潟・東京の予選会で勝ち上がった県内外

の大学生６チームと同様に堂々とプレゼンテーション

を行い、見事に審査員特別賞を受賞しました。

1プレゼン

　カバーに使用する着物の生地を自ら選びました。約

100点ある中から、自分たちのセンスをもとに「これ

は売れそう！」など顧客の視点も大事にしながら選定。

若い女性を意識し、かわいい色使いのものを中心に選

びました。

2生地選び

　外装ケースに使用するロゴマークを３案考え、その

中の１つをさらに業者からデザイン化してもらい完成

しました。デザインしたロゴには十日町市のイメージ

を凝縮させました。外装ケースには、このロゴと併せ

て商品に対する思いも記載されています。

3ロゴ作成

　県内外の大学生が、市の良さや強みを生かした資源や技術を再発掘し、若者
ならではのアイデアを競い合うビジネスコンテストで、今年度で５回目を迎え
ます。最終的には提案されたビジネスプランと市内事業者とのマッチング（事
業化）を目指し、今までに６つのプランが事業化されました。

トオコン（十日町市ビジネスコンテスト）とは

活性化へ
の熱
い思

い

高校生
によ
る十

日
町
市

地元高校生

ス
和
ホ
販
売
場
所

商
品
を
通
じ
て
「
十
日
町
市
の
着
物
」
に
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い

　「
十
日
町
市
の
着
物
」
は
誇
れ
る
も
の
で
す
が
、
日
常
の
生

活
か
ら
は
離
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ

バ
ー
に
す
れ
ば
身
近
に
な
る
と
考
え
、
十
日
町
市
の
着
物
生
地

を
使
っ
た
ス
マ
ホ
カ
バ
ー
「
ス
和
ホ
」
を
提
案
し
ま
し
た
。
実

際
の
商
品
を
見
て
、
そ
の
出
来
上
が
り
や
商
品
化
さ
れ
た
こ
と

に
改
め
て
驚
き
ま
し
た
し
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
こ
の
商

品
を
手
に
取
っ
た
皆
さ
ん
が
「
和
」
を
感
じ
、「
十
日
町
市
の

着
物
」
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

商 品 化 さ れ る ま で

関 将志さん春日 薫穂さん春日 薫穂さん

上村 侑さん

丸山 遥香さん丸山 遥香さん

富井 愛斗さん

児玉 怜美さん
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1

2
さあ

チャレンジ

得する
受けて、参加して 

　つの
手順
３ 健

康
づ
く
り
で
得
す
る
！ 

っ
て
ホ
ン
ト
？

｜ 
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
で
「
受
け
て
、
参
加
し
て
、
得
し
ち
ゃ
お
う
」 

｜

■
問
合
せ
＝
健
康
支
援
課
成
人
保
健
係
☎
７
５
７

｜

９
７
６
４

▼
と
お
か
ま
ち
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
が
始
ま
り
ま
す

　
働
き
盛
り
の
皆
さ
ん
は
、
自
分
の
健
康
と
向
き
合
う

時
間
が
取
れ
な
い
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
健
診
を
受
け
た
り
、
食
事

や
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
た
り
す
る
な
ど
、

普
段
か
ら
の
意
識
と
行
動
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
昨
年
か
ら
働
き
盛
り
の
皆
さ
ん
に
健
康
づ

く
り
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、「
と
お
か
ま

ち
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
楽
し
み

な
が
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

抽選で200人！

　抽選で200人に、健康づくり

支援店（※）で利用できるお食事

券3,000円分を贈呈します。発

表は、平成27年４月下旬に、

当選者のみ通知します。

※健康づくりの支援店として県

が指定した店

ポイントを獲得する
　次の４つの中から、３つ達成してください。

健康診断を受診

　市の健診・職場健

診・人間ドック

❶

健康づくりイベン

ト・教室などに参加

　ウォーキングイベ

ント・健康教室・講

演会など（対象事業

は、チラシなどで随

時お知らせします）

❸
健康づくりの目標を立てる

　塩分を控える、毎日体

重を計る、ウォーキング

20分、禁煙するなど（既

に実践している取組みで

もかまいません）

❹

がん検診を受診

　市のがん検診・市の骨

密度検診・職場検診・人

間ドック

❷

3
応募する
　マイレージカ

ードを郵送また

は応募箱に投函

してください。
応募箱は、本庁・各支
所に設置してあります

ま
た
は

ワク
 ワクドキ

 ドキ

　
昨
年
は
１
８
１
０
通
も
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
抽
選
で
１
０
０
人
に
お
食

事
券
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
応
募
カ
ー
ド
に
は
、「
健
診
の
結
果
が
気
に
な
り
、
歩
き

始
め
た
」「
腹
八
分
目
に
し
て
い
る
」
な
ど
、
食
事
や
運
動
で
日
ご
ろ
か
ら
実
践
し
て

い
る
こ
と
や
心
掛
け
て
い
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
記
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
み
ん
な
で
健
康
に
な
ろ
う
！！

｜ 
実
践
者
の
声 

｜

職場で

㈱宮内測量設計事務所の皆さん

やりたいことを続けるためには体力が必要です

　40代で受けた健康診断で、貧血の指摘を受け

たことをきっかけに、保健師から勧められプー

ルを始めました。その後、週３回のプール通い

で貧血も改善しました。通っていなければ、体

力がもっと落ちていたと思います。

　夫は病気をきっかけに健康を見直し、大好き

なスキューバダイビングを続けるため、総合体

育館に通って運動をして

います。私も、夫から誕

生日プレゼントに総合体

育館の年間利用券をもら

い、週に１回はそこで運

動しています。

　健康マイレージでお食

事券が当たったのは普段

のがんばりへのごほうび

だと思っています。これ

からも体力づくりを続け

ていきたいと思います。

　
会
社
と
従
業
員
が
一
体
と
な
っ
て
健
康
管
理
に
取
り

組
む
こ
と
が
、
会
社
の
発
展
に
つ
な
が
り
ま
す

　
従
業
員
の
平
均
年
齢
が
高
く
な
り
、
健
康
診
断
で
指
摘
さ

れ
る
人
も
多
い
こ
と
か
ら
、
４
年
前
に
「
健
康
管
理
対
策
フ

ロ
ー
図
」
を
作
成
し
、
併
せ
て
会
社
で
医
師
に
よ
る
健
康
相

談
日
を
設
け
、
従
業
員
の
健
康
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
健
康
管
理
に
つ
い
て
根
気
よ
く
声
を
か
け
た
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
企
画
を
練
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。「
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
」
は
、
手
軽
に
健
康
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
の
で
、
自
分

の
健
康
に
関
心
を
持
つ
良
い
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
、
朝

礼
で
従
業
員
に
周
知
し
、
応
募
用
紙
を
休
憩
室
に
設
置
し
ま

し
た
。

　
最
近
で
は
、
職
場
検
診
後

の
再
検
査
の
受
診
率
が
上
昇

す
る
、
自
ら
健
康
指
導
を
受

け
る
人
が
出
て
く
る
な
ど
、

少
し
ず
つ
従
業
員
の
意
識
も

良
い
方
向
に
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
企
業
の
健
康
管
理
は
会
社

と
従
業
員
一
体
の
取
組
み
が

な
け
れ
ば
良
い
結
果
に
つ
な

が
り
ま
せ
ん
。
従
業
員
が
健

康
で
な
け
れ
ば
会
社
と
し
て

も
成
り
立
ち
ま
せ
ん
の
で
、

一
人
ひ
と
り
が
元
気
に
働
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後

も
健
康
管
理
に
努
め
て
い
き

た
い
で
す
。

「とおかまち健康マイレージ
カード」をもらう

●対象＝40～69歳の市民

●応募期間＝平成27年３月31日㈫まで

　　　　　　※当日消印有効

●設置場所＝市役所本庁・各支所・市の健診会

場など※カードは、「とおかまち健康マイレ

ージ」のチラシに付いています

が指定した店

今
年
も

人材は人財！従業員は会社の財産です

丸山とみ子さん
（61歳・千手上町、写真左）

仲間との運
動も

　 楽しいです
よ

家庭で

Tokamachi Healthy mileageTokamachi Healthy Mileage

特 集 ３



大
地
の
芸
術
祭
の
里

こ
へ
び
隊
・
サ
ポ
ー
タ
ー
通
信
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このコーナーでは、市の魅力発見や、皆さんの
生活に直結する情報などをお知らせします

Pick
Up

市報とおかまち　平成26年５月10日号11

市
勢
要
覧
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

▼
こ
へ
び
隊
に
参
加
し
た
き
っ
か
け

は
？

―
大
学
で
ア
ー
ト
と
地
域
づ
く
り
に
関

す
る
論
文
を
書
く
に
あ
た
っ
て
先
生
か

ら
「
大
地
の
芸
術
祭
」
を
紹
介
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
地
域
づ
く
り
に
ア
ー
ト

を
使
う
と
い
う
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
に

大
変
興
味
を
持
ち
、「
こ
へ
び
隊
」
に

も
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

▼
越
後
妻
有
の
魅
力
と
は
？

―
景
色
や
食
べ
物
も
魅
力
で
す
が
、
一

番
素
晴
ら
し
い
の
は
人
の
や
さ
し
さ
だ

と
思
い
ま
す
。越
後
妻
有
の
皆
さ
ん
は
、

私
の
よ
う
な
外
国
人
も
や
さ
し
く
受
け

入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

▼
活
動
を
し
て
み
て
の
感
想

―
地
元
の
人
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
都
会

の
若
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
や
世

代
の
人
が
交
流
で
き
る
こ
と
が
本
当
に

素
晴
ら
し
い
で
す
。
ど
ち
ら
が
偉
い
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
互

人
の
や
さ
し
さ
が
越
後
妻
有

の
一
番
の
魅
力

2

こしかぜ号きたる

■撮影時期：昭和51年９月28日

■撮影場所：千手小学校

　交通安全運動の一環で、県警航空隊

のヘリコプター「こしかぜ」が子どもたち

への交通安全啓発のためにやってきまし

た。心待ちにしていた子どもたちの視線

は釘づけに。間近で見るために列をなし

てわくわくしながら順番を待っています。

■問合せ：川西支所地域振興課☎768-4951

No.61

い
の
持
っ
て
い
る
技
術
や
知
識
を
学
び

合
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。

▼
こ
れ
か
ら
「
こ
へ
び
隊
」
や
「
地
元

サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
な
る
人
へ
一
言

―
お
客
さ
ん
と
し
て
も
大
地
の
芸
術
祭

を
楽
し
め
ま
す
が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
参
加
す
る
こ
と
で
、
こ
の
地
域
の
魅

力
が
深
く
分
か
り
ま
す
。地
元
の
人
も
、

ア
ー
ト
に
興
味
が
な
く
て
も
大
丈
夫
で

す
。
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
魅
力
を

知
る
き
っ
か
け
に
な
り
、
地
元
に
も
っ

と
自
信
が
持
て
る
と
思
い
ま
す
。ぜ
ひ
、

こ
へ
び
隊
や
地
元
サ
ポ
ー
タ
ー
に
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ザ
・
ジ
ー
ラ
ン
ド
さ
ん
（
25
歳
・
ド
イ
ツ
出
身
・
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
大
学
在
学
中
）

広聴の場、情報発信の冊子をぜひご利用ください

企画政策課広報広聴係からのお知らせ

● ● ● ● ●問合せ：企画政策課広報広聴係☎757-3112

日
５
月
24
日
㈯
・
６
月
28
日
㈯
・

７
月
26
日
㈯
・
８
月
23
日
㈯
・

９
月
27
日
㈯
※
市
長
公
務
の
都

合
な
ど
で
実
施
で
き
な
い
と
き

が
あ
り
ま
す

会
市
長
室
ま
た
は
応
接
室
（
本
庁

舎
内
）

対
市
内
に
所
在
地
が
あ
る
団
体
※

個
人
で
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ

ん
。「
市
長
へ
の
便
り
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

●
対
話
時
間
＝
午
前
９
時
〜
11
時

（
１
組
50
分
以
内
）

●
受
け
付
け
＝
実
施
日
ご
と
に
先

着
２
組

定
10
人
以
内

内
市
政
に
関
す
る
意
見
や
提
言
に

つ
い
て
対
話
し
ま
す
※
要
望
や

市
の
制
度
に
関
す
る
質
問
な

ど
、
内
容
に
よ
っ
て
は
担
当
課

で
対
応
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

●
出
席
者
＝
市
長
ほ
か
関
係
職
員

〆
各
実
施
日
の
５
日
前

他
市
長
が
地
域
に
お
じ
ゃ
ま
し
て

対
話
す
る「
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」

も
ご
利
用
く
だ
さ
い

申
団
体
名
・
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・

電
話
番
号
・
話
し
合
い
た
い
内

容
な
ど
を
明
記
の
上
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
電
子
申
請
・

電
子
メ
ー
ル
（k

o
h
o
@
city
.

to
k
a
m
a
ch
i.lg
.jp

）・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

郵
送
の
い
ず
れ
か
で
、
〒
９
４

８
―
８
５
０
１
千
歳
町
３
―
３

企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係
（
☎

７
５
７
―
３
１
１
２
・
Ｆ
７
５

２
―
４
６
３
５
）

「市報とおかまち」が全国広報コンクールで

２席に入賞しました

　
こ
の
た
び
、
市
勢
要
覧
「
と
お

か
ま
ち
ド
リ
ー
ム
」
を
発
行
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
市
の
ま
ち

づ
く
り
の
施
策
や
思
い
が
分

か
る
内
容
に
な
っ
て
い
て
、

ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ

て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
も
多
数
登
場
し
て
も
ら

い
な
が
ら
お
伝
え
し
て

い
ま
す
。
市
を
紹
介
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　平成26年全国広報コ

ンクール（主催：㈳日本

広報協会）で、「市報と

おかまち」11月10日号

が広報紙（市部）におい

て、特選、１席に次ぐ２

席に入賞しました。県か

らの同コンクールでの入

賞は３年ぶり、市では、

中越大震災記録集「あしたへ」が広報企画で入

選した平成20年以来の入賞となりました。こ

れからも情報を分かりやすく伝え、市の魅力が

伝わる市報づくりに取り組みます。市報へのご

意見・ご感想があれば気軽にお寄せください。

平成25年11月10日号

サ
タ
デ
ー
市
長
室
　
〜
ま
ち
づ
く
り
を
話
し
ま
せ
ん
か
〜

市報とおかまち　平成26年５月10日号

か
ま
ち
ド
リ
ー
ム
」
を
発
行
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
市
の
ま
ち

づ
く
り
の
施
策
や
思
い
が
分

か
る
内
容
に
な
っ
て
い
て
、

ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ

て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
も
多
数
登
場
し
て
も
ら

い
な
が
ら
お
伝
え
し
て

い
ま
す
。
市
を
紹
介
す

ら
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

￥
５
０
０
円

●
取
り
扱
い
場
所
＝
企
画
政
策

課
・
各
支
所
地
域
振
興
課

申込み ＦＡＸ締め切り 問合せその他講師

内容休館日日時 定員会場 対象者 料金 持ち物日 休 会 対 ￥ 定 内 持
講 他 〆 申 問 Ｆ



このコーナーは、まちの話題や活動などを紹介しています。
情報がありましたら、企画政策課広報広聴係（☎757-3112）へ気軽にお寄せください。

＝市民リポーターによる市民目線でのリポートです。市民リポーターは
　いつでも募集していますので、興味のある人は問い合わせてください。
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　村越裕太郎さん（22歳・野口）が、

2014INASスキー世界選手権大会（主

催：国際知的障害者スポーツ連盟）の

クロスカントリー 10㎞クラシカルで、

３位という輝かしい成績を収めまし

た。日本からは選手７人が同大会に参

加し、村越さんは出場した３種目全て

で入賞しました。村越さんは「メダル

を獲れるとは思っていなかったので

うれしい。地域の人の声援が励みにな

りました。次の大会ではもっとスタミ

ナをつけて金メダルを目指したい」と

意気込みを話しました。

　社会福祉法人なかさと福祉会の「地域密着型特別養護老人ホーム七

川荘やすらぎ（長期入所29人、短期入所10人）」と、「デイサービス

センターしちかわ」の竣工式が行われました。当施設は従来からある

七川荘に併設され、『安心と笑顔をたいせつに信頼される福祉サービ

スを提供します』を基本理念としています。施設長の太島憲一さんは、

「地域に密着した福祉をしていく」と抱負を述べていました。

世界の大会で堂々の銅メダル

３月19日㈬～ 22日㈯：エストニア・タリン

安心とやすらぎを提供します

4月26日㈯：七川荘やすらぎ

　朝５時から定例の松之山探鳥会

が開催されました。早い時間にも

かかわらず、野鳥愛好家約10人

が集まり、残雪のブナ林の中で野

鳥の観察を行いました。松之山は

野鳥の宝庫として有名で、この日

は39種類もの野鳥が観察されま

した。５月25日には大探鳥会が

開催されます。

　３組の夫婦の結婚を祝う

「ミュージアム婚」が初めて

行われ、親族・関係者など約

130人が祝福しました。３組

とも松代地域在住の新郎と県

外出身の新婦で、大地の芸術

祭を通じて結ばれました。新

郎の高橋清史さんは「大勢の

皆さんに祝っていただいた

分、それに恥じない良い夫婦

仲を築いていきたい」と結婚

の喜びを語りました。

豊かな自然の中で探鳥会

４月26日㈯：松之山

大地の芸術祭の里で結ばれて

４月20日㈰：まつだい郷土資料館・まつだい農舞台

　なかさとアリーナ完成記念スポーツイベントが開催されまし

た。地域内の各種スポーツ団体による体験コーナーが設けられ、

子どもたちの明るい声でにぎわいました。午後にはメーンイベン

トとしてバスケットボール青山学院大学VS十日町高校の試合が

行われ、選手たちは約500人の声援にファインプレーで応えてい

ました。

熱狂!!バスケットボール青山学院大学VS十日町高校

4月12日㈯：なかさとアリーナ

　水芭蕉は低地での自然群生は珍しい植物です。同公園

では地元保存会による長年の保全活動によって守られて

いて、地区の憩いの場として愛されています。今年のま

つりでは、公園内の桜の開花も重なり、満開の桜と水芭

蕉の見事な共演が多くの観客の目を楽しませました。最

近では駐車場なども整備され、今後ますます人気スポッ

トとなることが期待されています。（ 金子又市さん）

満開の桜と水芭蕉の共演 野口水ばしょうまつり

４月27日㈰：野口水ばしょう公園

十
日
町
市
の 
自
然 ̃

 

春 ̃

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ

　
豪
雪
地
で
あ
る
こ
の
地
方
も
、

４
月
の
声
を
聞
い
て
降
る
雪
は
終

わ
り
を
告
げ
、
積
も
っ
た
雪
が
日

に
日
に
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
雪

の
下
か
ら
小
川
の
流
れ
が
の
ぞ
い

て
く
る
と
、
水
際
の
土
手
に
は
い

ろ
い
ろ
な
草
が
芽
吹
い
て
き
ま

す
。

　
そ
の
中
に
あ
る
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

バ
カ
マ
は
多
年
草
で
、
前
年
の
葉

が
残
っ
て
い
る
そ
の
中
心
か
ら
新

し
い
芽
を
伸
ば
し
、
つ
ぼ
み
を
形

成
し
始
め
ま
す
。
芽
だ
し
と
同
時

に
咲
き
始
め
、
成
長
す
る
に
従
っ

て
長
く
伸
び
、
や
が
て
変
色
し
ま

す
。
そ
の
様
子
は
、
花
ら
し
く
も

あ
り
ま
す
が
、
美
少
女
が
老
婆
に

変
身
す
る
よ
う
で
他
の
花
々
と
は

異
な
っ
た
成
長
を
遂
げ
ま
す
。

　
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
を
漢
字

で
書
け
ば
『
猩
々
袴
』
と
面
倒
で

す
が
、
謡
曲
と
い
う
古
典
芸
能
に

酒
好
き
な
猩
々
と
い
う
想
像
上
の

獣
の
化
身
が
舞
う
も
の
が
あ
る
そ

う
で
す
。
そ
の
猩
々
の
赤
毛
の
被

り
物
を
想
像
さ
せ
、
根
を
囲
ん
で

い
る
葉
を
袴
に
見
立
て
た
も
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
花
の
形
や
色
な

ど
か
ら
赤
飯
の
お
こ
わ
を
連
想
し

て
か
オ
コ
ワ
バ
ナ
と
呼
ぶ
と
こ
ろ

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
茎
は
中
が
空
洞
で
長
い
の
で
、

千
切
り
採
っ
て
ス
ト
ロ
ー
に
し
て

清
水
を
吸
い
込
ん
で
遊
ん
だ
り
も

し
た
も
の
で
、
幼
年
時
代
の
遊
び

道
具
の
一
つ
で
も
あ
り
、
春
の
最

初
の
遊
び
相
手
で
、
子
ど
も
た
ち

は
工
夫
を
重
ね
た
も
の
で
し
た
。

　
遊
び
方
や
呼
び
方
は
と
こ
ろ
に

よ
っ
て
違
う
も
の
を
楽
し
ん
だ
昔

が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　（
文

：

高
橋
八
十
八
）



Serialization corner 連載コーナー

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談 ギャラリートーク「ギフチョウと雪里の自然」とギフチョウ観察会

14市報とおかまち　平成26年５月10日号市報とおかまち　平成26年５月10日号15

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

本
町
分
庁
舎
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

駒
形
光
展

縄
文
灯
火
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

　
じ
ょ
う
も
ん
市
の
夜
祭
り
で
灯

す
「
縄
文
灯
火
」
を
作
り
ま
す
。

日
5
月
18
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

会
笹
山
縄
文
館
（
笹
山
遺
跡
）

　
講
師
の
人
生
観
や
経
験
を
話
し

ま
す
。

日
５
月
20
日
㈫
午
後
2
時
30
分
〜

４
時

会
本
町
分
庁
舎

定
30
人

講
西
方
勝
一
郎
さ
ん
（
㈱
根
茂
レ

ー
ス
代
表
取
締
役
社
長
）

他
平
成
26
年
度
新
会
員
募
集
中

申
・
問
市
消
費
者
協
会
事
務
局（
産

業
政
策
課
商
工
振
興
係
内
☎
７

５
７
―
３
１
３
９
）

　
坂
口
安
吾
ゆ
か
り
の
村
山
家
旧

宅
で
の
催
し
で
す
。

日
５
月
17
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分

会
大
棟
山
美
術
博
物
館

￥
５
０
０
円 

内 

第
１
部

：

朗
読
、
第
２
部

：

安

吾
を
語
る
（
テ
ー
マ

：

三
千
代

と
松
之
山
）、
第
３
部

：

語
り

（
演
目

：

紫
大
納
言
）

講
坂
口
綱
男
さ
ん
（
坂
口
安
吾
の

　
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。

日
5
月
17
日
㈯
午
後
1
時
〜
午
後

3
時

会
キ
ナ
ー
レ

内
ち
び
っ
こ
白
バ
イ
隊
制
服
試
着

撮
影
・
ダ
ン
プ
カ
ー
体
験
ほ
か

問
㈱
共
和
自
動
車
・
小
林
（
☎
７

５
２
―
５
５
５
９
）

日
５
月
17
日
㈯
〜
７
月
18
日
㈮
※

照
明
は
午
後
７
時
ま
で

会
本
町
分
庁
舎

問
生
涯
学
習
課
（
☎
７
５
７
―
８

９
１
８
）

日
５
月
22
日
㈭
午
後
６
時
30
分
〜

８
時

会
情
報
館

定
１
０
０
人

講
木
村
幸
弘
さ
ん（
㈱
ス
ー
パ
ー
・

　現在開催中の企画展『舘
たての

野 鴻
ひろし

絵本原画展「ぎふち

ょう」の世界』に合わせて、ギャラリートークとギフ

チョウ観察会を開催します。舘野さん（絵本作家・神

奈川県秦野市）と畑田彩さん（ギフチョウ研究者・京

都外国語大学准教授）のトークを楽しんだ後、キョロ

ロの森でギフチョウを観察してみましょう。

※このイベントは国際博物館の日（5月18日）の記念

事業です

日5月17日㈯ギャラリートーク：午前11時～正午、ギ

フチョウ観察会：午後１時30分～３時

￥入館料のみ（500円、小・中・高生300円※市内小・

中学生・友の会会員は無料）

　※ギフチョウ観察会のみの参加は入館料も不要

定30人

会・問「森の学校」キョロロ （☎595-8311）

交
通
安
全
フ
ェ
ア

坂
口
安
吾
ま
つ
り
in
松
之
山

環
境
講
演
会

紙
お
む
つ
の
ゴ
ミ
を

「
地
球
を
救
う
燃
料
」
へ
！

記
念
講
演
会

出
会
い
、
ご
縁
の
人
生

〜
出
会
い
一
瞬
・
ご
縁
一
生
〜

舘野鴻さん 畑田彩さん

講
堀
川
紀
夫
さ
ん
（
大
地
の
芸
術

祭
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

持
粘
土
を
造
形
す
る
た
め
の
道

具
・
汚
れ
て
も
い
い
服
装

申
・
問
中
条
公
民
館
（
☎
・
Ｆ
７

５
２
―
２
７
４
８
）

若
者

若
者
若
者者

若
者

若
者者

者

十

　日

　町

　市

　の

　仕

　事

　人

■問合せ

　産業政策課

　☎757-3139

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

協力
企業

■㈱TMC

求人
あり

や
り
が
い
や
向
上
心
を
持
っ
て

仕
事
を
し
て
い
ま
す

少
人
数
な
の
で
団
結
力
が
あ

り
、
刺
激
し
合
え
る
仲
で
す

こ
れ
か
ら
も
会
社
と
共
に
成
長

し
て
い
き
ま
す
。

井
川
さ
ん
―
改
善
は
会
社
の
方
針
で
も

あ
り
ま
す
が
、
組
織
全
体
が
良
く
な
っ

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会
社

と
し
て
の
団
結
力
が
あ
り
、
他
の
社
員

も
向
上
心
に
溢
れ
て
い
ま
す
よ
。

樋
口
さ
ん
―
人
数
が
少
な
い
の
で
、

個
々
に
力
を
発
揮
し
な
い
と
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
環
境
だ
か
ら
、
お
互

い
に
刺
激
し
合
え
る
雰
囲
気
に
な
っ
て

い
ま
す
。

樋
口
さ
ん
―
会
社
は
設
立
し
て
ま
だ
日

が
浅
い
で
す
が
、
社
員
一
人
ひ
と
り
に

ス
キ
ル
が
あ
る
の
で
、
ま
だ
ま
だ
発
展

で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
の
業
務

に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に

応
え
、成
長
す
る
会
社
で
あ
り
た
い
し
、

自
分
自
身
も
そ
の
過
程
で
成
長
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

井
川
さ
ん
―
社
員
同
士
刺
激
し
合
っ

て
、
一
人
ひ
と
り
が
何
で
も
こ
な
せ
る

人
材
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、「
こ
の
会
社
に
任
せ
れ
ば
大
丈

夫
！
」
と
い
う
信
頼
が
あ
る
会
社
づ
く

り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

樋
口
さ
ん
・
井
川
さ
ん
―
会
社
設
立
と

共
に
入
社
し
た
の
で
、
愛
着
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
会
社
と
共
に
成
長
し

て
い
き
た
い
で
す
。

樋
口
さ
ん
―
責
任
の
あ
る
仕
事
な
の
で

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
お
客
様

か
ら
感
謝
の
声
が
い
た
だ
け
る
の
も
、

お
客
様
の
要
望
を
叶
え
る
た
め
に
、
全

員
が
個
々
に
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

井
川
さ
ん
―
品
質
を
保
ち
な
が
ら
、
い

か
に
効
率
よ
く
正
確
に
こ
な
せ
る
か
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
改
善
の
た
め
の
提

案
も
し
ま
す
が
、
そ
れ
が
達
成
で
き
た

と
き
は
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　販売業から製造業に。関連会社から会社設立に併
せて入社。生産管理部門で生産計画から出荷までの
管理担当者として活躍中。

樋口　美弥子さん（通り山・31歳）

　会社設立と共に入社。高校卒業後、違う分野の製
造業に携わっていたが、新たなモノづくりに挑戦し
たいとの思いで転職し、現在、外観検査などを担当。

井川　妙子さん（旭町・33歳）

・自動機の設計・制作
　精密電子部品製造など
・十日町市四日町新田３  
・従業員数14人  
・☎761-7791
　「働きやすい環境」と「個人の能力が向上できる
環境」になるよう取り組んでいます。

長
男
、
写
真
家
） 

ほ
か

申
・
問
松
之
山
安
吾
の
会
（
松
之

山
商
工
会
内
☎
５
９
６

｜

２
１

７
４
）



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

ブナの森 美人林コンサート
新緑でのクラシックコンサートが10年ぶりに復活

「まちなかステージづくり」ワークショップ
～あなたのアイデアでまちなかのにぎわいをつくりましょう～

緑のカーテンコンテスト参加者
募集

参加者
追加募集
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森
の
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　

〜
懐
か
し
き
木
陰
〜

神
社
コ
ン
サ
ー
ト

 

〜
自
然
の
中
で
音
楽
を
満
喫
〜

新
緑
に
包
ま
れ

松
之
山
大
探
鳥
会

第
３
回
「
古
民
家
で
花
展
」

　
　
　
　
　
　

野
の
花
と
遊
ぶ

　
新
緑
の
中
で
の
野
外
コ
ン
サ
ー

ト
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
５
月
24
日
㈯
午
後
２
時
〜

●
出
演
＝
五
十
嵐
正
子
さ
ん
（
オ

カ
リ
ー
ナ
）・
阿
部
国
男
さ
ん

（
ベ
ー
ス
）・
水
落
哉
子
さ
ん（
ピ

ア
ノ
）

●
演
目
＝「
オ
ン
ブ
ラ
・
マ
イ
・
フ
」、

「
嵐
の
ふ
る
さ
と
」、「
人
生
の

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
」
ほ
か

￥
５
０
０
円
（
美
術
館
入
館
料

込
）、
中
学
生
以
下
無
料
（
入

　
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
山
菜
採
り
の
後
、
鑑
定
や
山
菜

採
り
の
マ
ナ
ー
や
料
理
方
法
な
ど

を
学
習
し
ま
す
。
お
昼
は
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
希
望
館
で
山
菜
バ
イ
キ
ン

グ
を
楽
し
み
ま
す
。

日
５
月
25
日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
１
時
30
分

会
大
厳
寺
高
原

日
５
月
31
日
㈯
・
６
月
１
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

会
奴
奈
川
姫
の
家
（
松
代
室
野
診

療
所
隣
）

￥
無
料
※
抹
茶
の
サ
ー
ビ
ス
あ
り

問
野
の
花
を
活
け
る
会
・
岩
田（
☎

７
５
２

｜

３
０
３
６
）

山
菜
講
習
会
in
大
厳
寺
高
原

Ｊ
Ｒ
宮
中
取
水
ダ
ム
魚
道
観
察
室

遡
上
す
る
魚
を
観
察
で
き
ま
す

館
料
別
）
※
当
日
の
み
販
売

他
大
雨
の
と
き
は
中
止

会
・
問
星
と
森
の
詩
美
術
館
（
☎

７
５
２
―
７
２
０
２
）

　
野
鳥
の
宝
庫
松
之
山
で
、
ア
カ

シ
ョ
ウ
ビ
ン
に
出
会
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

【
野
鳥
集
会
】

日
５
月
24
日
㈯
午
後
７
時
〜
９
時

会
松
之
山
温
泉
セ
ン
タ
ー
「
鷹
の

湯
」

内
大
探
鳥
会
の
事
前
学
習
、
渡
辺

央
県
野
鳥
愛
護
会
会
長
の
講
演

【
大
探
鳥
会
】

日
５
月
25
日
㈰
午
前
４
時
30
分
〜

７
時
30
分

会
「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
駐
車

場
（
集
合
）

問
市
観
光
協
会
松
之
山
支
部
（
☎

５
９
６
―
３
０
１
１
）

　
弦
楽
器
四
重
奏
の
演
奏
で
す
。

日
５
月
24
日
㈯
午
後
５
時
〜
６
時

30
分

会
小
出
区
神
社

￥
１
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
５

０
０
円
※
小
学
生
未
満
無
料

日
６
月
９
日
㈪
午
後
７
時
〜
９
時

内
救
命
入
門
コ
ー
ス
Ⅱ
（
心
肺
蘇

生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
・

異
物
除
去
・
止
血
法
）

会
・
申
・
問
十
日
町
地
域
消
防

本
部
（
☎
７
５
７
―
１
５
５

応
急
手
当
講
習
会

￥
２
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１

５
０
０
円

定
先
着
50
人

〆
５
月
23
日
㈮
午
後
５
時

申
・
問
市
観
光
協
会
松
之
山
支
部

（
☎
５
９
６

｜

３
０
１
１
）

日
11
月
20
日
㈭
ま
で
の
午
前
10
時

〜
午
後
4
時
※
荒
天
時
や
河
川

の
増
水
時
に
は
閉
鎖
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

問
Ｊ
Ｒ
信
濃
川
発
電
所
（
☎
０
２

５
８
―
82
―
２
７
０
２
）

８
）
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.to
k
a
m
a
ch
i-

k
o
u
ik
i.jp
/

）

　弦楽の優雅な音色が響き渡り、

美人林がコンサートホールにな

ります。新緑に包まれながら、Ｎ

ＨＫ交響楽団による美しい演奏

と歌をお楽しみください。

日６月１日㈰午後２時～

　※開場１時30分

会美人林（松口）

　※雨天時は松之山体育館

￥3,000円（当日3,500円）、高校生以下2,000円（当日2,500円）

　※未就学児は入場不可

申・問ブナの森美人林コンサート実行委員会事務局

　（☎596-3137※専用電話、受付：平日午前８時30分～午後５時）

　またはホームページ（http://www.matsunoyama.com/concert/）

着
物
な
ど
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い

　「
き
も
の
の
街
の
キ
ル
ト
展
」

で
活
用
す
る
た
め
、
不
要
に
な
っ

た
着
物
や
半
端
布
（
正
絹
・
綿
の

み
）
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。
※
返

却
で
き
ま
せ
ん

〆
５
月
30
日
㈮

申
・
問
き
も
の
の
街
の
キ
ル
ト
展

実
行
委
員
会
（
市
観
光
協
会
内

☎
７
５
７
―
３
３
４
５
）

市
人
権
教
育
・
啓
発
基
本

計
画
策
定
委
員
募
集

　
欠
員
補
充
の
た
め
の
委
員
を
追

加
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員
＝
１
人

●
委
嘱
期
間
＝
基
本
計
画
策
定
ま

で
※
26
年
度
中
を
予
定

●
応
募
資
格
＝
市
内
に
住
所
を
有

す
る
20
歳
以
上
の
人
で
、
人
権

教
育
・
啓
発
の
推
進
に
関
心
が

あ
り
、
年
３
回
程
度
の
会
議
に

出
席
で
き
る
人
※
会
議
は
平
日

昼
間
を
予
定

●
選
考
方
法
＝
書
類
選
考

●
報
酬
＝
委
員
会
１
回
に
つ
き
５

５
０
０
円

〆
５
月
30
日
㈮

申
・
問
所
定
の
用
紙
（
市
民
生
活

課
・
各
支
所
に
配
置
）
に
氏
名
・

性
別
・
生
年
月
日
・
住
所
・
郵

　地球温暖化対策に

有効な「緑のカーテ

ン」のコンテストで

す。写真で審査し、

各部門の優秀賞を表

彰します。

対個人の部：市内に居住する個人

　団体の部：市内の事業所・団体・学校など

●条件＝個人の部：３メートル以上

　　　　団体の部：６メートル以上

定個人・団体各20組

他種苗などの材料は各自で負担してください

〆６月30日㈪

申・問環境衛生課環境企画係（エコクリーンセンタ

ー内☎752-3924）

２
０
１
４
き
も
の
の
街
の
キ

ル
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

●
部
門
＝
和
布
部
門
・
フ
リ
ー
部

門
●
応
募
資
格
＝
特
に
な
し
※
個

人
・
グ
ル
ー
プ
と
も
可

●
応
募
規
定
＝
和
布
部
門

：「
和
」

の
布
を
半
分
以
上
使
用
し
て
い

る
も
の
、
作
品
は
１
辺
２
・
２

メ
ー
ト
ル
角
以
内
の
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
、
フ
リ
ー
部
門

：

使
用
す

る
布
の
制
限
な
し
※
出
展
数
は

２
作
品
以
内
、
い
ず
れ
も
未
発

表
の
作
品
に
限
る

●
参
加
費
＝
作
品
１
点
に
つ
き
２

千
円
※
保
険
料
な
ど

●
受
付
期
間
＝
７
月
15
日
㈫
〜
25

日
㈮
※
必
着

問
・
作
品
送
付
＝
〒
９
４
８
―
０

０
８
２
本
町
２
本
町
分
庁
舎
き

も
の
の
街
の
キ
ル
ト
展
実
行
委

員
会
事
務
局
（
市
観
光
協
会
内

☎
７
５
７
―
３
３
４
５
）

　まちなか（中心市街地）やそこにある施設に

必要な「機能・運営主体や体制」について、使

い手である市民・団体の皆さん自らのアイデア

や意見を出し合うワークショップを開催しま

す。「活動する人を増やす」ことを実現して、

中心市街地活性化につなげるための拠点施設で

ある「市民活動センター・まちなか公民館」・「市

民交流センター」の整備が中心になります。ぜ

ひ参加しませんか。

対まちなかで「こんなことをしてみたい」「こ

んなことができる」など、「まちなかから市

全体を元気にしたい」という気持ちや興味を

持っている人なら誰でも（住居・年齢・性別

など不問）

定先着約20人

申・問申込用紙（市役所本庁・本町分庁舎・各

支所・中央公民館・情報館などに配置、市ホ

ームページからも入手可）に必要事項を記入

し、ＦＡＸまたは電子メール（t-machistage@

studio-l.org）で、中心市街地活性化推進室（☎

757-3691・Ｆ752-4635）

フ
ェ
イ
ズ
代
表
取
締
役
社
長
）

問
環
境
衛
生
課
環
境
企
画
係
（
☎

７
５
２
―
３
９
２
４
）

問
市
観
光
協
会
中
里
支
部
（
☎
７

６
３
―
３
１
６
８
）



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

検診でがんを早期発見しましょう ～平成26年度 がん検診のお知らせ～
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お知らせ・ガイド申込み ＦＡＸ締め切り 問合せその他講師

内容休館日日時 定員会場 対象者 料金 持ち物日 休 会 対 ￥ 定 内 持
講 他 〆 申 問 Ｆ

市報とおかまち　平成26年５月10日号19

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

信
濃
川
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

●
募
集
人
員
＝
若
干
名

●
応
募
資
格
＝
満
20
歳
以
上
※
他

に
も
要
件
あ
り

●
業
務
内
容
＝
河
川
愛
護
活
動
や

地
域
情
報
な
ど
を
報
告

●
任
期
＝
７
月
１
日
か
ら
１
年
間

●
手
当
＝
月
額
４
５
８
０
円

〆
６
月
２
日
㈪

申
・
問
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
、「
河
川
愛
護
モ
ニ

タ
ー
応
募
用
紙
希
望
」
を
記
入

し
、
〒
９
４
０
―
０
０
９
８
長

岡
市
信
濃
１
―
５
―
30
信
濃
川

河
川
事
務
所
専
用
調
整
課
「
河

川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集
」係（
☎

０
２
５
８
―
32
―
３
２
６
８
・

Ｆ
０
２
５
８
―
34
―
９
０
４

０
）

市
民
登
山 

当
間
山
山
開
き

第
10
回 

市
長
杯
フ
ァ
ミ
リ
ー

ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

市
民
体
力
テ
ス
ト

日
６
月
７
日
㈯
午
前
７
時
30
分
〜

会
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

￥
４
千
円
（
プ
レ
ー
代
・
軽
食
代

　
健
康
維
持
や
体
力
増
進
の
た

め
、
体
力
年
齢
を
確
認
し
ま
せ
ん

か
。

日
5
月
27
日
㈫
午
後
７
時
30
分

会
市
総
合
体
育
館

対
市
内
在
住
・
在
勤
の
20
〜
79
歳

内
20
〜
64
歳

：

握
力
・ 

上
体
起

こ
し
・
長
座
体
前
屈
・
反
復
横

跳
び
・
20
メ
ー
ト
ル
シ
ャ
ト
ル

ラ
ン
・
立
ち
幅
跳
び

　
65
〜
79
歳

：

握
力
・
上
体
起
こ

し
・
長
座
体
前
屈
・
開
眼
片
足

立
ち
・
10
メ
ー
ト
ル
障
害
物
歩

行
・
6
分
間
歩
行

持
運
動
の
で
き
る
服
装
・
室
内
履

き
・
タ
オ
ル

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
７
５
６

―
５
０
１
３
）

　
詳
細
は
、
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
事

務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.to
k
a
m
a
c
h
i-s
o
c
c
e
r.

co
m

）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
5
月
31
日
㈯

●
募
集
内
容
＝
な
で
し
こ
リ
ー

グ
「
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
Ｌ
対

Ｆ
Ｃ
吉
備
国
際
大
学
Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｍ

ｅ
」の
試
合
時
の
ボ
ー
ル
ガ
ー
ル
・

エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
、
試
合
前
に

行
わ
れ
る
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

参
加
者

他
当
日
開
催
の
試
合
の
チ
ケ
ッ
ト

は
市
総
合
体
育
館
で
も
販
売

問
㈲
若
山
総
合
保
険
サ
ー
ビ
ス

　
新
緑
の
山
を
登
り
ま
せ
ん
か
。

日
6
月
1
日
㈰
午
前
8
時
30
分

会
当
間
山
※
当
間
ヘ
リ
ポ
ー
ト
集

合
、
現
地
ま
で
の
送
迎
可

対
市
内
在
住
の
人

￥
千
円
、
中
学
生
以
下
５
０
０
円

持
雨
具
・
帽
子
・
タ
オ
ル
・
着
替

え
・
昼
食
・
飲
料
水
・
行
動
食
・

お
椀

他
軽
登
山
靴
・
地
下
足
袋
・
ゴ
ム

長
靴
・
長
袖
シ
ャ
ツ
・
長
ズ
ボ

ン
な
ど
、
登
山
に
適
し
た
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

〆
5
月
25
日
㈰

申
・
問
申
込
書
（
市
総
合
体
育
館

に
配
置
）
に
参
加
費
を
添
え
て

市
総
合
体
育
館
（
☎
７
５
２
―

４
３
７
７
）

込
み
）

定
先
着
50
人

〆
６
月
１
日
㈰

申
・
問
参
加
費
を
添
え
て
サ
ン
パ

レ
ス
ナ
カ
ゴ
（
☎
７
６
８
―
４

４
１
９
）

自
動
車
税
の
納
期
限
は

６
月
２
日
㈪
で
す

　
自
動
車
税
は
、
金
融
機
関
や
コ

軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す

　
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
と
き

に
軽
自
動
車
税
を
減
免
し
ま
す
。

●
申
請
期
間
＝
5
月
16
日
㈮
〜
26

日
㈪

●
減
免
の
対
象
と
な
る
車
両

・
車
検
証
上
の
名
義
人
に
係
る
要

件
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
自
動
車

①
身
体
障
が
い
者
、
戦
傷
病
者
が

所
有
者
ま
た
は
使
用
者
で
あ
る

②
知
的
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い

者
、
18
歳
未
満
の
身
体
障
が
い

者
と
生
計
を
共
に
す
る
人
が
、

所
有
者
ま
た
は
使
用
者
で
あ

り
、
障
が
い
者
の
た
め
に
利
用

し
て
い
る

※
障
が
い
の
区
分
・
等
級
が
対
象

の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
が
条
件

で
す
。
本
人
運
転
と
家
族
運
転

で
は
範
囲
が
異
な
り
ま
す
。
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

※
減
免
の
対
象
と
な
る
車
両
は
、

身
体
障
が
い
者
な
ど
１
人
に
対

し
て
１
台
に
限
ら
れ
ま
す

・
構
造
が
専
ら
身
体
障
が
い
者
な

ど
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
軽

自
動
車

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
が
い
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉

手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず

れ
か

・
運
転
免
許
証
・
印
鑑
・
軽
自
動

車
税
納
税
通
知
書
（
５
月
15
日

発
送
予
定
）

申
・
問
税
務
課
市
民
税
係
（
☎
７

５
７
―
３
７
１
６
）

　市では、特定の年齢の人にがん検診を無料で実施しています。この機会

に、ぜひ検診を受けましょう。　
問健康支援課成人保健係（☎757-9764）・各支所市民課市民係

　５月中旬に、子宮頸がん・乳がん・大腸がんの無料クーポン券と検診手

帳を郵送します。※詳しくはクーポン券郵送時の案内をご覧ください

無料クーポン券でがん検診を受けましょう

●クーポン対象者
　４月20日現在で市内に住所を有する次の人

・子宮頸がん検診：20歳の女性

・乳がん検診：40歳の女性

・大腸がん検診：40歳・45歳・50歳・55歳・

60歳の男女

※４月１日現在の年齢

　市が26年度に実施する上記の検診です。

※人間ドック・職場検診・医療機関での個別受

　診には使えません

●クーポンの対象となる検診

●既に市の検診を申し込んである人
　無料で受診できます。受診票を持って直接検

診会場においでください。

※無料クーポン券は配布しません

　上記問合せ先まで連絡してください。

●これから受診を希望する人

　検診当日までにクーポン券が届いているとき

は、受診票と共に検診会場に持参してください。

●既に市の検診を申し込んである人

　クーポン券に同封する検診申込書を返送して

ください。

●これから受診を希望する人

40歳の人は、無料で胃がん検診が受けられます

　受診当日に市内に住所を有する40歳の人

※昭和48年４月２日～昭和49年４月１日生まれ

●対象者

ください。

40歳の人は、無料で胃がん検診が受けられます

既に市の検診を申し込んである人

参
加
者
募
集

新
潟
県
い
き
い
き
人
生

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

ボ
ー
ル
ガ
ー
ル
・
エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ

ズ
、
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
自
分
の
歯
で
食
べ
、
健
康
な
生

活
を
送
る
高
齢
者
の
「
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
行
い
ま
す
。
５

月
21
日
㈬
に
十
日
町
保
健
セ
ン
タ

ー
（
市
役
所
隣
）
で
歯
科
健
診
を

行
い
、
県
に
推
薦
す
る
人
を
選
出

し
ま
す
。

●
条
件

・
４
月
１
日
現
在
で
満
80
歳
以
上

・
親
知
ら
ず
を
除
く
歯
の
本
数
が

20
本
以
上

・
治
療
し
て
い
な
い
虫
歯
が
5
本

以
下

・
ぐ
ら
ぐ
ら
す
る
歯
が
な
い
な
ど

歯
周
病
が
重
症
で
な
い

〆
5
月
20
日
㈫

申
・
問
健
康
支
援
課
母
子
保
健
係

(

☎
７
５
７

｜

９
７
５
９)

便
番
号
・
電
話
番
号
・
職
業
・

応
募
の
動
機
を
記
入
し
、
市
民

生
活
課
市
民
年
金
係
（
☎
７
５

７
―
３
１
１
６
）

平
成
26
年
６
月
入
校
生
募
集

事
務
エ
キ
ス
パ
ー
ト
科
１
期

日
６
月
24
日
㈫
〜
11
月
21
日
㈮
平

日
午
前
９
時
20
分
〜
午
後
3
時

50
分

会
ス
リ
ー
エ
ス
Ｉ
Ｔ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
（
伊
達
３
）

￥
無
料
※
テ
キ
ス
ト
代
・
受
験
料

な
ど
自
己
負
担
あ
り

対
Ｏ
Ａ
の
基
礎
か
ら
応
用
へ
と
学

び
、
就
職
を
希
望
す
る
人

定
定
員
20
人

〆
５
月
28
日
㈬

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

問
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
☎
０
２
５
―
７
９
４
―
２
４

１
０
）

（
☎
７
５
０
―
５
５
３
５
※
受

付
：

平
日
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
）・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎

７
５
６
―
５
０
１
３
）

【
市
報
お
わ
び
と
訂
正
】

　
市
報
４
月
25
日
号
18
ペ
ー
ジ

「
５
月
の
ち
び
っ
こ
ひ
ろ
ば
」
に

掲
載
の
、
す
こ
や
か
ラ
ン
ド
の
開

催
日
が
７
日
㈬
と
あ
り
ま
し
た

が
、
正
し
く
は
14
日
㈬
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
地
域
振

興
局
県
税
部
窓
口
で
納
付
で
き
ま

す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
納
税

通
知
書
が
届
い
た
ら
早
め
に
納
付

し
ま
し
ょ
う
。

問
南
魚
沼
地
域
振
興
局
県
税
部

（
十
日
町
収
税
課
☎
７
５
７
―

５
５
１
３
）



Serialization corner 連載コーナー

元気なお年寄りを紹介し、健康の秘けつなどをうかがいます。
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活
動
を
紹
介
し
た
い
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す

ひ
と
サ
ポ
　
☎
７
６
１

｜

７
４
４
４

市民活動
ネットワ

ークひと
サポが、

旬な人・
団体を紹

介します
。

連載コーナー

74

　「
普
段
の
青
年
団
の
活
動
と
は
違
う
、

単
純
に
も
っ
と
楽
し
め
て
、
気
軽
に
集

ま
れ
る
こ
と
を
や
り
た
い
と
の
思
い
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
」
と
団
長
の
竹
内
圭

介
さ
ん
（
浦
田
・
34
才
）
は
話
し
ま
す
。

バ
ン
ド
名
は
、
村
山
二
三
一
さ
ん
（
屋

号

：

ハ
バ
）
の
作
業
所
で
開
か
れ
て
い

る
、
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
懇
親
を
深
め

る
場
「
ハ
バ
バ
ー
」
で
結
成
さ
れ
た
こ

と
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
12
月
か
ら
活
動
を
始
め
、

現
在
メ
ン
バ
ー
は
９
人
。「
持
ち
歌
は
、

り
ん
ご
追
分
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
「
Ｒ
ｉ

ｎ
ｇ
ｏ
」
1
曲
の
み
で
す
が
、
ボ
ー
カ

ル
あ
り
、
楽
器
あ
り
と
自
由
な
ス
タ
イ

ル
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
」と
竹
内
さ
ん
。

浦
田
の
お
母
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
ま
つ

だ
い
冬
の
陣
に
屋
台
を
出
店
し
た
り
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ハ
ウ
ス
の
イ
ベ
ン
ト

や
松
之
山
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
に
参
加

し
た
り
す
る
な
ど
、
徐
々
に
活
動
が
活

発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
「
ひ
ま

わ
り
畑
計
画
」
も
進
行
中
で
す
。

　「
力
ま
ず
、
あ
せ
ら
ず
、
さ
ら
に
若

い
世
代
へ
浦
田
の
未
来
を
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
」と
、

地
域
に
思
い
を
込
め
た
活
動
を
目
指
し

ま
す
。

　６月で100歳を迎えるトメさん。身の回りのこ

とを自分でするのはもちろん、天気の良い日は家

の周りの草取りもしています。健康のもとは家族

の仲がいいこと。たくさんの孫やひ孫にも恵まれ、

８月には玄孫が生まれる予定です。「今がとても

幸せだし、これからも一日一日大事に生きていき

たい」と話し、家族が増えることを楽しみにして

います。水落 トメさん（上新田３・99歳）
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気
軽
な
活
動
に
地
域
へ
の
思
い
を
込
め
て

ハ
バ
バ
ン
ド

　
松
之
山
で
唯
一
の
青
年
団
「
浦
田
地
区
青
年
団
」
が
基
に
な
っ
て
結
成
さ
れ
た
「
ハ

バ
バ
ン
ド
」。
誰
で
も
い
つ
で
も
参
加
自
由
な
、
仲
間
づ
く
り
の
た
め
の
バ
ン
ド
で
す
。

地
域
の
支
援
者
と
も
程
よ
い
距
離
感
で
し
っ
か
り
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
松
之
山
地

域
に
、
立
ち
上
が
っ
た
若
者
た
ち
に
よ
る
新
し
い
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
問
合
せ

：

竹
内
圭
介
☎
０
９
０
―
４
５
９
９
―
５
８
３
９

　バンド練習に限らず、集まる場と時間をつくって、懇親を深めます。ゆった
りとまったりと同じ時間を過ごし、お互いの信頼関係をつくっていきます。

　バンド練習には、い
つもメンバーの約半数
が集まり、お互いの近
況を話し合う時間にな
っています。

　浦田パワー全開！松之山芸
能祭で練習の成果を披露しま
した。これからも発表の場を
増やしていく予定です。

facebook ページ　https://www.facebook.com/uradaYA?fref=ts

　「イクメン」とは育児を楽しんで
いるメンズ（男性）、「カジダン」と
は家事に積極的な男性のことです。
そんな我が家自慢のイクメン・カジ
ダンを紹介します。

㉕

　我が家のイクメン☆カジダン募集中！育児や家事に
取り組んでいる写真と紹介文をお寄せください。
申込み・問合せは企画政策課広報広聴係☎757-3112

お父さん：野上 哲也さん（高島・36歳）
わが
家の

　子どものやりたいことをできるだけ一緒に楽
しむようにしています。家事は、妻が疲れてい
るときは、なるべくしてあげることと、最低限
自分のことは自分でやるように心掛けています。

　お父さんと一緒に自転
車に乗るのが大好きです。

　ゴミ出しや保育園の送り迎え
はお父さんの日課で、とっても助
かっています。いつも気遣っても
らっているのでうれしいです。
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か
さ
こ
じ
ぞ
う

吉
澤
　
春は

る

と翔
さ
ん
（
３
年
）

な
か
よ
し
の
さ
か
な
た
ち

尾
身
　
成な

る

ひ陽
さ
ん
（
２
年
）

お
ひ
さ
ま
に
こ
に
こ

大
久
保
匠し
ょ
う
ご悟

さ
ん
（
１
年
）

西小学校
107

　本当の雪みたいにかくことと、冬
なので草や木を茶色にしたところ
をくふうしました。野さいがのった
そりをおじさんが引くところがす
ごいと思ったからえらびました。

　左の大きな魚がアオザメで、右
の少し大きな魚がサメです。アオ
ザメの左をおよいでいるのは自分
です。みんな、なかよくお話をし
ています。

　赤い大きなたいようは、お父さ
んです。まわりの小さなたいよう
は子どもたちです。赤ちゃん、ぼ
く、ともだちもいます。みんなた
のしくあそんでいます。

　

ぼ
く
と
友
達
が
カ
ブ
ト
ム
シ

を
つ
か
ま
え
よ
う
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
カ
ブ
ト
ム
シ

の
体
を
よ
く
見
て
描
き
、
羽
や

顔
の
描
き
方
を
工
夫
を
し
ま

し
た
。

　

家
や
車
を
立
体
的
に
か
く
の

を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
鳥
た
ち

が
窓
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
や
さ

し
く
見
つ
め
て
い
る
様
子
を
表

現
し
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
色
を
混
ぜ
て
み

た
り
、
濃
さ
を
変
え
た
り
し
な

が
ら
、
水
や
地
面
の
色
を
塗
り

ま
し
た
。
魚
を
釣
っ
た
私
や
周

り
の
人
の
顔
の
表
情
も
工
夫
し

ま
し
た
。

カブトムシをつかまえろ

徳永　誉
ほまれ

さん（４年）

鳥が舞う 夢の世界

清水　生
き

成
な

さん（６年）

初めての魚つり

冨田　優
ゆ

衣
い

さん（５年）
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